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的要因が選挙戦にも影響を与えている。定員は 1区， 2区とも 3名である。このため，政友会と民
政党は3議席目をめぐって激しく競っていた。






1928年 1930年 1932年 1936年 1937年
板野郡 24，073 24，468 24，646 25，446 25，584 
阿波郡 8，338 8，476 8，570 8，818 8，808 
麻植郡 10，523 10，649 10，715 11，028 10，976 
美馬郡 19，280 19，324 19，239 19，563 19，475 
三好郡 15，754 15，843 15，910 15，944 15，604 










1928年 1930年 1932年 1936年 延べ人数
板野郡 2 1 2 2 7 
阿波郡 O 。 。 O 。
麻植郡 。 1 O 1 2 
美馬郡 1 l 1 l 4 




































【表3】 徳島 2 区の選挙結果 (1928~1936年)
1928年2月執行衆議院議員総選挙
民局政島兵官前 民真政鍋勝新 政秋友田清前 三政友井貞新七
9，142 68.00% 747 4.71% 450 2.40% 7，658 66.34% 
50.80% 4.15% 2.50% 42.55% 
893 6.64% 1，686 10.63% 1，894 10.09% 2，089 18.10% 
13.61% 25.69% 28.86% 31.83% 
2，770 20.60% 1，312 8.27% 2，148 11.44% 1，565 13.56% 
35.54% 16.83% 27.56% 20.08% 
539 
4.01% 
7，572 47.75% 6，197 33.02% 181 1.57% 
3.72% 52.26% 42.77% 1.25% 
101 0.08% 4，542 28.64% 8，079 43.05% 51 0.04% 
0.08% 35.56% 63.25% 0.04% 
13，445 当選 15，859 当選 18，Z68 当選 11，544 落選
1930年2月執行衆議院議員総選挙
高民政島兵吉前 中真立鍋勝前 政秋友田清前 言霊鍋事
11，894 81.49% 893 8.93% 4，159 25.27% 1，828 8.49% 
63.35% 4.76% 22.15% 9.74% 
1，182 8.10% 497 4.97% 1，155 7.02% 4，287 19.21% 
16.60% 6.98% 16.22% 60.20% 
491 3.36% 760 7.6% 1，388 8.43% 5，960 27.68% 
5.71% 8.84% 16.14% 69.31% 
403 2.76% 5，827 58.27% 3，972 24.13% 4，694 21.80% 
2.71% 39.12% 26.66% 31.51% 
625 4.28% 2，023 20.23% 5，784 35.14% 4，760 22.11% 
4.74% 15.34% 43.84% 36.08% 














高民政島兵官前 民真政鍋勝旧 設も 伊政藤友皆次新郎 政阿友部茂新
7，707 68.80% 660 5.88% 532 2.57% 9，288 72.75% 1 0.00% 42.37% 3.63% 2.93% 51.07% 0.00% 
1，174 1Q.48% 507 4.52% 3，222 15.54% 1，181 9.25% 19.30% 8.33% 52.96% 19.41% 
1，673 14.93% 1，122 10.00% 3，230 15.58% 1，209 9.47% 23.13% 15.51% 44.65% 16.71% 
332 2.96% 5，651 50.37% 6，389 30.82% 283 2.22% 2.62% 44.65% 50.49% 2.24% 
111 0.99% 3，278 29.22% 7，360 35.50% 800 6.27% 0.94% 27.89% 62.62% 6.81% 
11，202 落選 11，218 当選 20，733 当選 12，761当選 1 
1936年2月執行 衆議院議員総選挙
高民政島兵官旧 民真政鍋勝前 中秋立田i背前 伊政藤友皆次前郎 言霊熊扇




5.76% 1，684 10.90% 202 3.89% 2，263 26.52% 




5.86% 1，012 6.55% 212 3.99% 5，151 60.36% 
9.24% 11.03% 12.66% 2.65% 64.42% 
157 1.36% 9，092 6Q.42% 3，903 25.26% 117 2.20% 532 6.23% 
114% 65.88% 28.28% 0.08% 3.85% 
111 0.96% 3，582 23.81% 6，778 43.87% 47 0.09% 113 1.32% 1.04% 33.69% 63.76% 0.04% 1.06% 










































































68.00% (1928年)， 81.49% (1930年)， 68.80% (1932年)， 83.12% (1936年)であり，いずれの
選挙でも少なく左も 3分の2以上が板野郡の禦であった。また，板野郡の有効投票数に対して高










真鍋も地盤の美馬郡の票が最も多い。美罵郡の票は真鍋の総得票に対して， 47.75% (1928年)， 
58.27% (1930年)， 50.37% (1932年)， 60.42% (1936年)であり，高島と比較すると地盤の郡の
占有率は低い。これは前述のように，美馬郡と三好郡で真鍋と秋出が激しい選挙戦を展開していた
ためである。三好郡の票も多く，それぞれ総得票の加.64%(1928年)， 20.23% (1930年)， 29.22 




43.84% (1930年)， 35.50% (1932年)， 43.87% (1936年)，美馬郡は33.02%(1928年)， 24.13% 
















率が高〈なっている。その数値は，板野郡では， 93.35% (1928年)， 63.35% (1930年)， 93.44% 


































































































































































高民政島兵吉前 中真立鍋勝前 政秋友田清前 三中木立武夫新 言十
81.47% 2.61% 14.02% 44.98% 
板野 6，968 361 1，813 5，129 14，271 
48.83% 2.53% 12.70% 35.94% 
6.91% 4.19% 9.54% 25.50% 
阿波 591 579 1，234 2，908 5312 
11.13% 10.90% 23.23% 54.74% 
9.58% 8.36% 13.95% 20.70% 
麻植 819 1，156 1，803 2，361 6，139 
13.34% 18.83% 29.37% 38.46% 
1.33% 60.02% 25.04% 3.66% 
美馬 114 8，299 3，238 417 12，068 
0.94% 68.77% 26.83% 3.46% 
0.71% 24.82% 37.44% 5.15% 
三好 61 3，432 4，841 587 8，921 
068% 38.47% 54.27% 6.58% 







































































































































































2 中選挙区制の導入については，松尾尊免『普通選挙制度成立史の研究~ (岩波書庖， 1989年)308~309頁。







9 吉田弘首「秋田清~ (秋田清伝記刊行会， 1969年)556頁。
10三木武夫 11非推薦」翼賛選挙J(三国一朗編『昭和史探訪4 太平洋戦争後期」番町書房， 1974年)7~8 頁。
11この外遊については，明治大学雄弁部創立120周年記念史編纂委員会編『和而不同 明治大学雄弁部創立120



















































三井貞七 1903年10月 1 日 ~1909年 6 月 4 日・ 1911年10月 1 日 ~1927年 9 月 30 日
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平野鍋官 1903年10月 1 日 ~1927年 9 月 30 日
伊藤皆次郎 1927年10月 1 日 ~1934年 2 月 24 日










52 W徳島毎日新聞~ 1936年3月9日， 3月19日3面。
53 W徳島毎日新聞~ 1936年2月23日。
54 W徳島毎日新聞~ 1936年2月22目。
55 W徳島毎日新聞~ 1936年4月1日， 4月26日， 5月9日， 6月10日。
56 W徳島毎日新聞~ 1936年6月26日。
57 W徳島毎日新聞~ 1936年8月25日。
58 W徳島毎日新聞~ 1936年7月11目。
59 W徳島毎日新聞~ 1936年10月15目。
60 W徳島毎日新聞~ 1936年10月16目。
61 r選挙本障のひと与き⑦J(W大阪朝日新聞徳島版~ 1937年4月23日)。後に新たに選挙事務長を起用してい
る。
62 W大阪朝日新聞徳島版~ 1937年4月2目。
63 W徳島毎日新聞~ 1937年4月10目。
64 W大阪朝白新聞徳島版~ 1937年4月13日。
65 前掲，三木武夫『三十歳で代議士になった私の報告書~ 13頁。
6 間前， 32~33頁。
(付記) 本稿は， 2011年度明治大学大学院生研究調査プログラムによる研究成果の一部である。
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